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《 

地
元
選
出
国
会
議
員
と
の
意
見
交
換 

》

　

去
る
２
月
５
日
、
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
は
、

東
京
都
渋
谷
区
で
開
催
さ
れ
た
関
東
大
崎
会
の
総

会
に
出
席
し
、
関
東
地
域
に
在
住
さ
れ
る
本
町
出

身
者
と
の
親
睦
・
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
ふ
る

さ
と
納
税
等
の
お
願
い
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
翌
６
日
は
、
国
会
議
事
堂
に
お
け
る
研
修
、

更
に
国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る
事
務
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

衆
議
院
議
員
会
館
に
て
、
地
元
選
出
議
員
と
の

意
見
交
換
を
行
い
、
国
政
の
現
状
報
告
を
受
け
る

と
と
も
に
、
野
方
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
現
状
、

本
町
の
課
題
に
つ
い
て
要
望
を
行
う
な
ど
、
有
意

義
な
意
見
交
換
会
で
あ
り
ま
し
た
。

《 

喜
入
基
地
に
て
防
災
対
策
を
研
修 

》

　　

１
月
26
日
～
27
日
に
か
け
て
、
県
議
長
会
主
催

の
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
は

埼
玉
大
学
大
学
院
教
授
の
田
邊
敏
憲
氏
が
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
と
地
域
経
済
」、
第
一
工
業
大
学
教
授
の
石
田

尾
博
夫
氏
が
「
鹿
児
島
の
持
続
的
発
展
に
向
け
て

の
戦
略
形
成
」
と
い
う
題
で
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
27
日
は
、
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
石
油
基
地
を
研
修

い
た
し
ま
し
た
。
喜
入
基
地
は
世
界
最
大
級
の
原

油
中
継
備
蓄
基
地
で
、
面
積
は
１
９
２
万
１
千
㎡

で
す
。

　

な
お
、
原
油
漏
れ
や
火
災
に
対
す
る
最
新
鋭
の

器
材
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
防
潮
堤
に
つ
い

て
は
原
油
流
失
防
止
の
為
の
設
備
で
あ
り
、
津
波

等
に
対
す
る
災
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
今
後
、

改
善
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

《 

議
会
中
継
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け
て
の
調
査 

》

　

去
る
１
月
20
日
、
志
布
志
市
議
会
に
て
、
議
会

中
継
の
映
像
配
信
に
つ
い
て
、
議
会
中
継
シ
ス
テ

ム
調
査
検
討
委
員
会
委
員
に
お
い
て
、
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
現
在
本
町
は
、「
お
お
さ
き
議

会
だ
よ
り
」
に
よ
り
議
会
の
経
過
を
お
知
ら
せ
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
は
、
新
た
な
方
法
で
も
お

知
ら
せ
す
る
為
に
、
調
査
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
翌
週
は
志
布
志
市
議
会
議
長
及
び
志
布

志
市
議
会
定
数
調
査
特
別
委
員
会
の
委
員
長
、
副

委
員
長
が
本
町
議
会
を
訪
れ
、
議
員
定
数
・
政
務

調
査
費
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

※
映
像
配
信
と
は
、
議
会
の
様
子
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ

り
配
信
す
る
も
の
で
す
。

議 会 の う ご き

国立国会図書館での研修

志布志市議会の議会中継システム

日鉱日石石油基地にて消火機材を視察


